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大気圏再突入カプセルの技術を活用した超小型断熱保冷容器の更なる性能向上に繋がる要素技術の研

究開発 

フ リ ガ ナ：カブシキガイシャツインカプセラ 

所属機関・団体：株式会社ツインカプセラ 

職 位 ・ 氏 名：代表取締役 宮崎和宏 

本件は、宇宙航空研究開発機構（JAXA）が宇宙実験サンプルを国際宇宙ステーション（ISS）から

地上に持ち帰るために開発した大気圏再突入カプセル（HTV搭載小型回収カプセル）の超高性能断熱

保冷容器の技術を活用し、(株)ツインカプセラが 2021年度に開発した地上用の断熱保冷容器を発展さ

せて現在開発中の「個人検体や薬剤等の個別化保冷輸送用の超小型断熱保冷容器」に関し、その保冷

性能の更なる向上のために必要な各種要素技術の研究・開発を行うものである。 

  

 

              

                 
         

       
            

   
     

                      

               

          

          

          

一般的に、保冷コンテナの

保冷性能は、コンテナ体積内

に配置可能な断熱材や保冷剤

の量に依存するため、小型で

あるほどその保冷性能が低下

する。 

弊社が開発中の超小型断熱

保冷容器は、断熱材や保冷剤

に割り当て可能な空間が非常

に限られるため、本研究では、

容器内の空間的な無駄を極限

まで排除すると共に、性能向

上に寄与する要素を設計に取

り込み、数値解析や試作品に

よる各種試験等を通じた効果

の検証を行うことによって、

今後の製品化・量産化に向け

た知見とノウハウを獲得する

ことを目指す。 


